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　７月15日、福岡県立大学講堂でソプラノ歌手大
お お た
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美さ
ん（田川市出身）とジャズピアニスト大

おおはら
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人さん（川崎町
出身）らが出演し、チャリティライブが開催されました。
　このライブは、大田さんたちのヨーロッパ公演（５月24
日～６月３日）の凱旋記念として開催され、ジャズオリジナ
ルナンバーやおなじみの日本歌曲などが演奏されました。
　また、８月２日に大田さんなどが市役所を訪れ、ライブの
収益金約13万円を寄付。この寄付金は田川市世界記憶遺産
保存活用推進基金に積み立てられ、世界記憶遺産の保存や活
用に充てられます。大田さんは「ライブでは多くの人と出会
えた。ふるさとの活性化に役立てればうれしい」と話しました。

美しい歌声と演奏で魅了

心のつながりと温もりあるふるさとライブ

▲首からメダルをさげて笑顔はじけるゲートボール部のみなさん

　７月28日、29日に埼玉県熊谷市で行われた「第17回
全国ジュニアゲートボール大会」に出場した福智高校ゲート
ボール部の男子チームが初出場で初優勝、女子チームが２度
目の出場で準優勝とそれぞれ見事な成績を収めました。
　昨年は同好会だった女子チームが、全国大会初出場にして
３位に入賞し、その活躍が認められ今年から部へと昇格。男
子部員も新たに加わり、女子６人、男子４人で、普段は週に
２日、大会前はほぼ毎日行った練習の成果が実を結びました。
　男子チームのキャプテン山

やまもと

本航
こ う き

希さん（２年）は「試合前
にチームのみんなで緊張をほぐしあったのがよかった。来年
も優勝したいです」と笑顔で喜びを語りました。

男子チーム優勝！女子チーム準優勝！

福智高校ゲートボール部

▲憧れの選手を前に、緊張の面持ちで話を聞く子どもたち

　８月１日、堺ブレイザーズの選手ら４人と関係者などが総
合体育館を訪れ、市郡の小中学生や高校生約200人が参加
したバレーボール教室が開催されました。
　これは、Ｖプレミアリーグの指導者・選手による技術指導
を受けることで、競技の楽しさや技術の素晴らしさを体感し、
技術の向上を図ることなどを目的に行われたもの。この日訪
れた選手の中には、現在日本代表として活躍する石
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彦選手の姿も見られ、子どもたちは憧れのプロ選
手とふれ合いながら、真剣な表情で指導を受けていました。
　後藤寺中３年の戸

と は ら

原史
し せ い

聖くんは「憧れの選手に指導しても
らえてうれしい。かっこよかったです」と笑顔で話しました。

プロ選手の技、子どもたちに伝授

堺ブレイザーズがバレーボール教室を開催

●問い合わせ　田川市立病院（☎44－2100）

田川市立病院だより

内
科
循
環
器
科
部
長

水 

城  

恒 

隆

　田川市立病院循環器内科は平成24年度から
３人の医師で診療にあたっています。昨年度ま
では２人の医師でしたが、今年４月から平井敬
佑医師が、８月から兼田吉紹医師が新たに赴任
しました。
　赴任した２人の医師は飯塚病院などの３次病
院で、循環器医療、特に心臓カテーテルによる
診療に関しての研鑽を積んできました。当院で
は心臓カテーテルを10年前から開始しており、
開始時からの症例数は、検査と治療をあわせて
2,200例以上を数えています。本年度に入り、
上述の２人の医師の頑張りにより、これまでの
２倍近いペースで検査・治療を施行しています。

診療科の紹介－内科（循環器）
田川市立病院 検索

●くわしい情報はHPで検索
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　当科では、心臓カテーテル検査・治療はもと
より、循環器疾患の診断のため心臓超音波検
査・負荷心電図・ホルター心電図・心筋シンチ・
冠動脈CTなどを施行しています。また、徐脈
性不整脈に対する永久ペースメーカー植え込み
術も毎年30例以上施行しています。
　田川市郡の医療圏において、緊急心臓カテー
テル治療が可能な病院は当院のみであり、急性
心筋梗塞・不安定狭心症などの緊急心臓カテー
テル治療を要する症例に対しては、昼夜を問わ
ず可能な限り受け入れる方針です。地域医療の
維持のために、今後も救急医療を中心に積極的
な医療提供を行っていきます。
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　８月３日、たがわ情報センターで「商い」の観点から地域
の発展を担う人材を育成しようと設立された「たがわ商人塾」
の初会議が開催され、約20人が参加しました。
　この日は、一般社団法人ひとDEザイン研究所の篠

し の だ

田昌
ま さ と

人
さんが「私が地域でやらなくてはいけないこと」と題した講
演を行い、企業としての地域活性化への視点やビジネスとし
てのとらえ方などを説明。参加者たちは真剣な表情で話に耳
を傾けていました。
　コーヒー専門店を営む福

ふくしま

島基
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さんは「せっかくいろんな業
種の経営者などが集まっているので、最終的にはみんなで何
かひとつでもプロジェクトを企画したい」と話しました。

商いを通して地域活性化を

たがわ商
あ き ん ど

人塾がスタート

▲ジョークを交えた話に、参加者たちは引き込まれていました

　７月29日、石炭・歴史博物館で社団法人田川青年会議所
が主催する炭坑の歴史や文化を学ぶ講座「炭都物語～昨日・
今日・明日」が開催され、市内外から約50人が参加しました。
　はじめに、炭坑の語り部の矢

や た

田政
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之さんによる講話を聞い
た参加者たちは、田川青年会議所が認定する田川観光マイス
ター検定試験を受験。博物館内を見学しながらヒントを探し、
試験用紙に回答を記入していきました。結果は見事全員合格
となり、ひとりずつに名前入りの認定書が渡されました。
　代表して認定書を受け取った石

いしがみ

上郁
い く こ

子さん（川崎町）は「試
験は難しかったがいい勉強になった。今日をきっかけに、孫
たちと一緒に炭坑遺産などを見て回りたい」と話しました。

炭坑の歴史と文化を学んで

炭都物語～昨日・今日・明日

▲説明看板をじっくり読み込み、試験のヒントを探していきました


